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はじめにお読みください 



-1 搭載されているソフトウェア 
-2 はじめて電源を入れる 
-3 システムディスクの作成 
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1-1 搭載されているソフトウェア 
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参照先 



不機を勦かす垂本ソフトウヱアです。 
初心者でも® S に効军よくパソコンを 
|受えるようにできています。 

「2. W「 ⑽ sOSJJ と S 
7 J や WindDWS 95 
ファ-ストステッ你 K 

PHDISK 

サスペンド領域の S 定を行うユーティ 
U テイです 6 

「3.ユーテイリ 
ティの使用方法 J 
や - 始めにお S み 
ください • 

ドライパ苗 

サウンド*®、 1.2 MB フ□ッビー 
ディスクなとを使用するためのド 
ライノてです： 一3のドライバは、使3 
する前に S 懾作窠ぴ必 B です a 


糸1出有時にはインストールされておりますので、符に設定する必要はありま 
せん。 

杂2始めにお BWK ださい：本霱に£«されてし、ない flrtfi の ffi 報を}!供してい 

* す • 

本*をご使闻になる K に必ずお S みください， 
ディスクトップ画面に表示されるめに 35 R み 
ください • からこ •>! になれます。 
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1-2 はじめて電源を入れる 


はじめて電源を入れるときは、ユーザー情報の入力や使用許諾契 
約書の同意など、簡単な準備作榘が必要です。2回目以降はこれ 
らの作業は不要です。 

ここでは、はじめて里源を入れるときの操作を説钥します。 

本麕に掲載されている画面は表示例です。 0S バージ ョ ンやドラ 
イパの種類などによりボタンの表示位■や設定可能な項目の内容 
が異なることがあります。その場合はヘルプを参照してくださ 
い。 

1以下のものを用意します。 

Windows95 の説明*に添付されている 「Certificate of 
Authenticity」 という S 頚 


初期設定には、約30分から1時間かかります。 

初期設定作業中に、霣源を絶対に切らないでください。次に垂 
源を入れたとき、すべてのアブリケーシヨンが使用できなくな 
ることがあります。 


2本体装匾の電源を入れます。 

r 活用ガイド j の「基本的な操作のしかた」にある r® 源を入 
れる」を良くお読みください。 


■ Em はじめにお f ださい 
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1-2 はじめて®源を入れる 



3ユーザー情報を入力する画面が表示されます。以下の項目を、 
それぞれポインティングデバイスの左ボタンでクリックした 
後、キーボードを使って入力してください。 



名莳 ：芩板を使用する方の名前を入力してください，瀠字でち、 


:カタカナ、ひらがな.アルフ アベツ トでも根い*せんび.空 
_ではいけません。_ _ 

会社名 |必要に応じて金社名を入力してください。 

_[空橘でも磡いません。 


參以降の操作でポインティングテ•パイス（スティックポインタや 
マウス）のクリック操作は、特に断わりがないかぎり、すべて 
ポインティングデバイスの左ボタンで行います c ボインティン 
グデバイスの操作方法がわからない方は、 r 活用ガイド j を# 
照してください。 

4ユーザー情報の入力が終わったら d 欠へ]ボタンをクリックし 
ます。 


DH _ はじめに S 読みください 
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rCertificate of Authenticity 」 は Windows の再インストール丨 
時にも必要なので、大切に保管してください。 


111111111111111111111111111111 
* 0 0 0 0 0 0 0 0 ♦ 


-2 はじめて電源を入れる 


はじめにお読みください 













はじめて電源を入れる 




7プ□ダクト ID の入力が終わったら[:欠へ]ポタンをクリックし 
ます。 

8完了のメッセージが表示されます。[完了]ボタンをクリック 
してください。 Windows 95 が S 勡されます 3 



ここをクリック 

9タイムソーンの設定画面び表示されます。[日付と時刻]タブ 
をク U ツクしてください。 


ここをクリック 



10必要に応じて日時を修正し、匣新]ボタンをクリックした 
後、 [0 K ] ボタンをクリックします。修正しない場合は[閉 
じる]ボタンをクリックしてください。 





1-2 はじめて電源を入れる 


11ブリンタ悄報を入力する画面が表示されます。プリンタを接 
統している場合は、[次へ]ボタンをクリックし、画面の指 
示にしたがつてプリンタの設定を行います。 

ブリンタを接統していなければ[キャンセル]ポタンをク 
リックしてください。（プリンタはここでキャンセルしてち 
後から粗み込めます。） 

12 「 Windows 95 へようこそ」というメッセージが表示されま 
す e 


綾けて、「1-3システムディスクの作成」で、バックアップ用の 
システムディスクを作成してください。 

終了する場合、「2-2 Windows を終了し、苗源を切る」を参考に 
してください。 


はじめにお読みください 
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1-3 システムディスクの作成 


再インストーをする探に必要となるシステムディスクを作成しま 
す。 

本製品には、 Window デ95再インストール用 CD が添付されてお 
りますが、本機特有のドライバやユーティリティ類はこの CD には 
含まれておりません。 

再インストールするためには以下の手順に従って、再インストール 
用のシステムディスクを作成してください。 

システムディスクは、後からでも作成できますが、万一のトラブル 
に備えて早めに作成されることをお勧めいたします 3 
作成したディスクは、すべて5き込み禁止にして、大切に保管して 
<ださい。 


※ブリインストールされているソフトウェアの種類や、インス 
卜ールディスクの枚数は予告なく変更されることがあります。 
Create System Disks を起動すると、作成するシステムディ 
スタの名称や枚数が表示されますので確認してください。 

システムディスク作成についての鼉新情報については、ディス 
クトッブ画面に表示される“始めにお読みください_にも記戰 
がありますので必ずお読みください= 


はじめにお読みく rc さい 
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1-3 システムディスクの作成 


■システムディスクの作成を行うための準備 

以下のちのを用©します 
參フロッピーディスク装萑 

參 1.44 MB でフォー マッ ト済みの空きフロッピーディスク 
(必要な枚数は後で画面に表示されます） 

參再インストールに使用する CD 装 S のデノ (イスドライノ（ファイル 
(cd 装匾の製 a に罔梱されているフロッピーディスクに含まれ 
ています） 

システムディスクの作成を行う前に必ず以下の播作を行ってください。 

本体装爾にフ□ッビーディスク装®が装想されていない場合、フ 
□ッビーディスク袈臞を装着し、窀源を投入しなおしフロッピー 
ディスク装 S が使用できる状態にしておきます。 

Windows 95の再インストールを行うと 5 に使用する CD セット 
アッフ起動ディスクを作成するために、 CD-ROM 装 B のドライバ 
を、 CD-ROM 装 S に添付されているフロッピーディスクから本体 
の八ードディスクにコピーします。 

詳細はディスクトツプ画面に表示される"始めにお誘みくださ吖 
をお読みください。 


この操作は必ず行ってください。行わなし湖合、 「 CD セット 
アップ起動ディスク」のシステムディスクを作成する際エ 
ラーが発生します。 
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B _ はじめにお铳みください 
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1-3 システムディスクの作成 



■システムディスク作成の手順 

1スタートメニューからプ□グラム—アクセサリ—システムツー 
ル — Create System Disks を選択します。 

以下のようなブログラムが起動します。 



このプログラムを使ってバックアップディスクを作成します。「次 
へ」ボタンを押してください。以後、画面中央のリストボックス内 
のディスクセットを順に選択していき、画面の指示に従ってパック 
アップを作成してください C 

2 すべてのディスクのバックアッブが完了したら、下図のように 
画面中央のカウンタを"■ゼ□」にして、バックアップブ□グラ 
ムを終了します e 



❿ 






1-3 システムディスクの作成 


■ユーザーデータの保存 

再インストールを行うと、ユーザーデータが削除される場合が 
ありますので、消えてはならないデータを必ず保存してくださ 
い0 

再インストールについては「5再インストール」を参照してく 
ださい0 


はじめにお SS みください 


❿ 




2-1 Windows を起動する 

2-2 Windows を終了し、電源を切る 

2-3 リセット 



❿ 




2-1 Windows を起動する 


本機ご購入後、はじめて里源を入れる （ Windows を运動する〉 
場合は「1-2はじめて®源を入れる」を参照してください 3 
以下で説明するのは、2回目以降に電源を入れるときの操作で 
す 0 

1プリンタなど龟源スイッチの©る周辺機器を接続している壤 
合、それぞれの笛源を入れます。 

2 本体装匾の理源を入れます。 

3いくつかのメッセージが表示され、しばらくすると以下の_ 
が表示されます。これで Windows の g 動は完了です。 



上記画面を含め、本書に掲載されている画面は表示例です 。 OS 
のノ〈ージョンやドライノ [の種頻などによりボタンの表示位匾や設 
定可能な項目の内容が異なることがあります。その場合はヘルプ 
を参照してください。 

參 Windows の基本操作については 、 [Microsoft Windows 95 
ファーストステッブガイド J を参照してください。 

参ブリインストールされているユーティリティの操作方法につい 
ては、本■の「3ユーティリティの使用方法」や、ディスク 
トップ画固に表示される•始めにお読みください"を参照して 
ください令 


wi nd 〇 w S のと終了 
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2-2 Windows を終了し、電源を切る 


Windows を終了して本体の霉源を切るときは、必ず、以下の手 
順にしたがってください。 

以下の手願にしたがわず、特に Windows を終了させずに OFF / 
ON ボタンを押して電源を切ると、データが壊れたり本体が故障 
したりする原因になりますので絶対に行わないでください。 

1[スタート] 一 [ Windows の終了]をクリックします c 


ぜフでゲラム (£) 

最迫使ったフ7ィル必 

多ヘルフ如 

3^フ7イル名を指て実行ぐ E ) 



2 以下のような確認メッセージが表示されますので、[コン 
ピュータの®^を切れる状態にする]に黑^が付いていること 
を港認し[はい]ボタンをクリックします C 






次の旅了し T 6 J ：5 U » 


广 


MS-DOS 


151 


冬 


i ) ここが进択され 
ていること tw 

ts 


(1〕ここをクリック 


EW W — 3 O w S の起動と終了 
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2-2 Windows を終了し、 S 源を切る 




3八ードディスクなどに保存していないデータがあると、以下の 
ようなメッセージが表示されます。保存したいときは[はい] 
ボタンをクリックします。保存しなくてよければ[いいえ]ボ 
タンをクリックします。 



[はい]を遇ぶとデータを保存するための画面が表示されること 
があります。アブリケーシヨンの説明■を参照して、操作してく 
ださい。保存が終わると、アブリケーシヨンが終了します。 


4これで Windows は終了し、本体装匿の里源が目動的に切れま 
す。 

自動的に電源が切れない場合、「2-3リセット」を参考にしてリ 
セットしてください。 




2-3 リセ ツト 


ソフトウェアを使用中に、キーボード入力やポインティングデバ 
イスの揉作ができなくなるなどの異常が起こった場合、二つの原 
因が考えられます。 

① ブ□グラム処理に蒔問がかかっている 

② ソフトウェアの g 走やネットワークの陣窖など 

なんらかの異常が起こったら、原因が①力〜②かを確かめるため 
に、数分待ってみることをお勧めします。特に、フ□ッビーディ 
スクの使用中ランプが点灯/点滅しているときは、ランプが消え 
るまで待ってください。 

しばらく待っても回復しなしヽ場合、②が原因であることが考えら 
n ます。以下で説明する手順でリセットしてください。 

リセットは非常時にやむを得ず行う操作です。リセットによつ 
て、作業中の内容が消えるだけでなく、保存してあったデータが 
壊れる恐れもあります 3 やむを得ない場合以外は、リセットは行 
ないでください。_ 


1 [ Ctrl ] キーを押しながら [ Alt ] キーを押 U さらに [ Del ] キーを 
押します。 

2 「アプリケーションの応答がない」という京味のメッセージが 
表示されれば、 S 走の原因となったソフトウェアだけを終了で 
きます。 [ Enter ] キーを押してください。 

メッセージが表示されなし鴻合は、手順3に進みます。 


赛走の原因となったソフトウェアだけを終了できた場合でも、 
Windows の動作が不安定になっている可能性があります。保存 
していないデータをすぐにハードディスクなどに保存し、し)つた 
ん Windows を終了してください。 


3上記の手順でもうまくいかない場合、〇 FF / ON ボタンを押す 
ことによ0本体装渥の霉源が切れます。 

— OFF / ON ポタンの位匿は『活用ガイド J を参薄してください。 




wind 〇 w S の起勦と終了 










ユーティリティの使用方法 


3-1 サスベンド領域設定ユーティリティを使う 
3-2 ディスプレイを調整する 
3-3 サウンド機能の設定変更 


3-4 PC カードを使5 


本窳では、本機にプリインストールされている以下のユーティリ 
ティの療能と操作方法を紹介します d 

■サスペンド領域の削除、再設定を行う 一3*1 参照 

本機の ハー ドディスクには、サスベンド モー ド時にデータを退 
避するための領域が確保されています。 

サスペンドモードを使周しなし塥合、この領域を削除して、そ 
の分八ードディスクの空き容里を増やすことができます。 

■ディスプレイを調整する 一3-2 参照 

ディスブレイの解像度、色数を変更する方法を説明します u 

■サウンド機能を使う_3-3#照 

本機から出る音田の音置を変更する方法や、録音時の音質•レ 
ペルを変更する方法等を説日巧します。 

■ PC カードを使う —34 参照 

PC カードの使用方法、取り外す方法について説明します。 


ユ—ティリティの使用方法 




3-1 サスベンド領職定ユーティリティを使う 


ュ|テイリテイの使用方法 


除リスの P 。 
削 rc イイイプい 
を£テデテツさ 
域 j 一、リトだ 
領§1ユとイクく 
ド^つるテスて 
ン riff いす I イし 
ベ技〜除ユデ棚 

て，、ドなにさ 
れ防はウく細だ 

保疼淀スきのみ 
港枝 ISA サでド読 
に)2再'用 I お 
め 70 やお使モに 
た^}賒なはドめ 
のス削。ドン始 
ドシのす I ぺ_ 

ド|ド用ンとさ 
ン八ン使べ法示 
ベ、ベをス方表 
スてスイサ用に 
サしサテク©面 



3-2 ディスプレイを調整する 


解像度、色数の変更は次のように行います。 

1[スタート]一[設定]一[コント□ール]をクリックします。 

2 [画面]アイコンをダブルクリックします。 

3以下の画面で[ディスプレイの詳細]タブをクリックします。 


「抽— 

■ _ 

_ 


上記画面を含め、本窗に記載され ている 画面は表示例です 。 os 
のバージョンやドライバの種類などによりボタンの表示位 B や設 
定可能な項目の内容が異なることがあります。その塌合はヘルプ 
を参照してください。 


4 [カラーパレット]-[デスクトッブ頜域]-[フォントサイズ] 
の各擱を希望する値に変更します。 


ディスクトッフ画面に表示される•始めにお読みください_も参 
照してください。 














3-3 サウンド襪能の設定変更 


ここでは、本機から出る音声の設定を変更する方法について説明 
します。 

• 音声の全体の苜里を変える 

•音声の種類こ•と （ WAVE 、 MIDI 、 CD など）に音置、左右バラ 
ンスなどを変える 

•録音レペル、録音時の音 S を変える 


3-3-1 音声の全体の音 M を変える 

1タスクバー右補にある[スビーカー]アイコンをクリックします。 

2 [音置]スライドバーが表示されます。バーをドラックして下 
にさげると音が小さくなります。上にあげると音が大きくなり 
ます。 



ここを上下 
させる 


バーの下にある [ミュー ト]をクリックしてチェックマークを付 
けると、バーの位®に関係なく音を洞せます。チェックマークを 
外 T と元の音雷に戻ります。 




リ 







3-3 サウンド機能の肢定変更 


3-3-2 音声の種類ごとに音里、左右バランスを変える 

1タスクバーの右親にある[スピーカー]アイコンをポインティ 
ングテバイスの右ボタンでク U ックします。 

ボッブアッブメニューが表示されます。 

2 [音置コント□一 n / を開く]をクリックします。 

3以下の画面が表示されます。それぞれのパーをドラッグして、 
音通と左右バランスを調整してください。 




項目名 

录味 | 

Volume Control バランス 

WAVE 、 MIDI 、 CD 、 ライン入力全体 
の苞 a 、 左右バランスを誠 S します。 
ここでの音置は、「3-3-1」で説明し 
た苜靈と一致します。 

WAVE バランス 

WAVE 音由 （. WAV 形式のファイルな 
ど）の苜靈、左右パランスを調整しま 
す。 

Synthesizer バランス 

MIDI 音声 （. MID 形式のファイルな 
ど）の音置、左右パランスを調整しま 
す。 

CD Audio バランス 

苜楽 CD の苜里、左右パランスを調整 
します。 


n — テイリテイ 




•バーの下にある[ミュート]をクリックしてチェックマークを 
付けると、バーの位®に関係なく音を消せます。チェックマー 
クを外すと元の音呈に戻ります， 














3-3 サウンド機能の設定変更 


3-3-3 録音レベル、録音時の音質を変える 

1タスクバーの右端にある[スピーカー]アイコンをポインティ 
ングデバイスの右ボタンでクリックします c 

2 [オーデイオブロパティの調節]をクリックします。 


3以下の画面が表示されます.。表を参考にして、各項目を設定し 
てください。 



1 項目名 

意味 

再生 

音 里 

全体の音置を調整します。 


優先するデバイス 

通常、本項目は変更しないでくださ U 


音*の調節を 
タスクバーに 
表示する 

チェックマークを外す と、スピーカー 
アイコンがタスクパーに表示されなく 
なります。 

鍅音 

音 置 

録音レベルを調整します。録音した音 
声が小さいときは[高]に近付けま 
す。録音した音が割 n るときは[低] 

に近付けます。 


優先するデバイス 

通常、本項目は変更しないでください c 


優先する音質 

録音時の音質を調整します。 [ CD の音 
兜が B つとも音質が良ぐ次が[ラジオ 
の SM ] です。ただし、音質が良し1ほど 
フアイ)レのサイズが大きくなります a 





















サウンド機能の設定変更 




この画面の[再生]の[音里]と「3-3-1」の音屋設定は次のよ 
うな関係になつていま'5% 

• 両方の音®を最大にしたときが本機の展大苜置です。 

• 一方の音置をゼロにすると、他方の設定に関わらず音が消えま 
す。 

4 [優先する音質]の詳細設定をしたいと5は、[ユーザー設定] 
ボタンをクリックして次の手順に進んでください。 

詳細設定をしないときは、 [0 K ] ボタンをクリックして作業は 
完了です。 

5 [ユーザー設定]ボタンをクリックすると以下の画面が表示さ 
れますので、式]と[馬性]を選びます。 



鴻性は、 kHz で示されるのがサンプリング周波数、ビットで示さ 
れるのが價子化ビット数で、とちに数字が大きいほど良い苜で録 
音できます。卜般の音楽 CD は 44.1 kHz 、 16ビット、ステレオ 
です。〉 

KB / s で示されるのは1秒録音したときのファイルサイズです。 
例えば、1 72 KB / S で10秒録音すると約 1.7 MB のファイルにな 
ります。 

6設定した音質に名前を付けます。[登録]ボタンをクリックし 
てください。 

7キーボードから名前を入力します。先頭の1文字目は半角の英 
数字にしてください。 

8 [0 K ] ポタンをク U ックします。 

9オーディオのブ□パティ画面に戻ったら、[録音]の[優先す 
る SM ] に新しい苜 H の名前が表示されていることを確認し 
て、 [ OK ] ボタンをクリックします。 




3-4 PC カードを使う 


Windows 95では、標準機能の範囲で主な PC 力ードを使用する 
ことができます。 

ここでは PC カードを使用する方法、取り外す方法について説明 
します。 


Windows 95を再インストールした場合、カードを使罔する前 
に]ント□-ルパネルから PCMCIA ウィザードを実行してくだ 
さい。 PCMCIA ウイザードについては、 Windows 95のヘルプ 
を参照してください。 


■ PC カードを使う 

1 PC カードを WinBook Trim にセットします。 

2 PC カードが検出されたという君味のメッセージが表示されま 
す 0 

3統いて、ドライバのインストールを促すメッセージが表示され 
た場合、メッセージに従ってドライバをインストールします。 
インストールが終了すると PC カードを使用できます。（次にこ 
の PC カードを使うときはこの澡作は不要です。） 

ドライノ (のインストールを促すメッセージが表示されなかった 
項合、そのまま PC 力ードを使用できます:> 


Windows には、代表的な PC カードのドライパがあらかじめイ 
ンストールされています。 PC 力ードを WinBook Trim にセット 
すると Windows はその PC カードのドライバがインストールさ 
れているかどうかチェックし、インストールされていなかったと 
きだけ、上記のメッセージを表示します。 


R — ユ|ティリティの使用方法 






PC カードを使う 




■ PC カードを取り外す 


PC カードを取り外すときは、必ず以下の手順に従つてくださ 
い。以下の手順に従わないと保存されているデータが壊れた 
り、ネットワーク関係の力ードではネットワークで障客が発生 
したりすることが£0ます。 


1タスクバー右薄の [ PC カード]アイコン 
ます。 


5ク U ックし 


2アイコンの横に、どの PC カードを取り外すか（中止するか) 
一覧表示されるので取り外す PC カードをクリックします。 


3 PC カードが取 D 外せる状態になると、メッセージが表示され 
ます。本体から PC カードを取 D 外してください。 





トラブルシューティング 


トラブルを回避するために 
トラブルが起こってしまったら 


4-1 トラブルを回避するために 


コンピュータが突然使えなくなった0、突然印刷ができなくなっ 
たりなど、トラブルは不怠にやってきます。しかし、トラブル 
は、あわてずに冷静に論理的に考えていくことで案外早く解決で 
ぎます。 

■まず落ち着いて環境を調査 

1罔題がおきる前に何か設定を変えなかったか思い出してくださ 
い0 

新しいアプリケーシヨンやドライノ（をインストールしてから、 
急に通子が想くなったような場合は、まず、これらを削除して 
状況に変化がないか調べてください。 

2操作、データとの関運を調べてください。 

例えば印刷がおかしい堀合、いろいろなアブリケーションでで 
きるだけ違った傾向のデータ（フーフ□又言とグラフィックな 
ど）を印刷してみます。 

これにより特定のアプリケーションの問趙か、すべてのアブリ 
ケーションに共通の問題か、あるいは特定のデータでだけ起き 
る現象か、という惆報が得られます。 

3問蹈の範回を絞 D こむ。 

例えば、ワーブ□から又 g を印刷できない場合、まず、八ード 
ウェアに問題がないか（プリンタの故®など）を調べます。メ 
モ帳など SIJ ® アブリケーシヨンで印刷できれば、ハードウェア 
に問題はないことが確かめられます。 

このような方法で、問題が©るのはバードウェアか、ソフト 
ウェアか、あるし、は特定のアブリケーシヨンか、といった切り 
わけができます。 


トラブルシユ—ティング 






トラブルを回避するために 




■困ったとぎに 

本機には、以下のようなドキュメントファイルがインストール 
されています。今、困っている罔題の解決策がすぐに見っかる 
塘合もありますので、これらの資料にまずあたってみてくださ 
い。 

1ディスクトッブ画面に表示される•始めにお読みください • 

本 S に記載していない展新の偏報が記載されています〇 

2 Windows のへルブ 

各種のトラフルシューティングが載っています。 

•ディスクスペースの解放 ■ 

• ハードゥエァの競合 _ 

•ネットワークの使い方 E 

• モデムの使い方 ■ 

_ PC 力-ド 0® い方等 ■ 

3 README ファィル i ： 

次のような各種 README ファイルが C :¥ WINDOWS フォルダ 5 


内にあり、メモ帳などで辰むことができます。 ル 

• CONFIG.TXT CONFIG.SYS の塞き方シ 

• DISPLAY.TXT 表示ドライバ関連の注意事項 ^ 

• FAQ.TXT 良く閩かれる Q £ A 集 I 

- GENERAL.TXT 1的な注 S 票項 了 

• HARDWARE . TXT 八ードウエア関連の注《串項 ン 


• INTERNET.TXT INTERNET や INTERNET EXPLORER の説明 グ 

• PRINTERS.TXT E 0 刷関連の注 E 事項 

- PROGRAMS . TXT 各棰アプリケーションの注荩事頃 

4各アプリケーションのマニュアル 

アプリケーションに付属のマニユア几/の中には、エラーメッ 
セージー覧等が載っているものもあります。 

5各アブリケーションの HELP 、 README . TXT ファイル 
アプリケーションごとの HELP や README が各アブリケー 
シヨンのフォルダ内にありますので、贫考にしてください。 






4-1 トラブルを回避するために 


■いざとい5とぎのために 

1定期的にバックアップをとる 
万一^ディスク破壊などに備えて、里要なデータファイルはフ 
□ッビーディスクなどに定期的にバックアップしておくことを 
お勧めします。 

2 Safe モードで起動する 

Windows が突然起動できなくなった場合は、本体装匾の獅 
を入れた後 、 Starting Windows 95 と表示されているときに 
[ F 5] キーを押してください。（これは Safe モードで 
Windows を起勤する方法です。） 

これで^!できた場合、すみやかに里要なデータファイル等を 
フロッピーディスクなどにノてックアップしてください。次に、 
Windows のヘルプ等でトラブルの原因を調べてください。 

3起動ディスクを使って起動する 

Safe モードでも Windows が起動しない場合、本*の「レ2 
はじめて電源を入れる」で作成した 「 Windows 95 起動ディ 
スク J を使用します 3 

rWindows 95 幽ディスク」を本体装 S にセットして電源を 
入れると、コマンドブ□ンプトが使用できる 0 S が起動される 
ので、重要なデータのパックアップをとることができます 3 

4再インス!^ール 

手順1〜3を行ってちどうにもならない場合は、 S 後の手段と 
して、 Windows を再インストールします。詳しくは、「5.再 
インストール」を参照してください。 


トラブルシユ—ティング 


© 


4-2 トラブルが起こつてしまったら 


■いろいろなハングの症状 

八ング（八ングアップ）とはアプリケーションやシステムの不 
具合により、本機が使用できなくなることです。 

一般に八ングするとキーボードが使えなくなります。また、作 
成していたワーブ□ソフトの文 s などのファイルは失わ n ま 
す。多くの場合、八ングを解除するには本体袞■をリセット 
(再起動）するしかあ〇ません。 

J v ングの代表的な症状をいくつか紹介します。 

1コマンドブロンプトが表示される 

副 ; rc :¥> のような画面に切り替わってしまう現象です。作成 
途中のファイルは矢われます 3 

2画面が與っ黑になる 

画固が突然、與っ黒になる現象です。通常キーポードも使えま 
せん。 

3 「 EMM 386 EXCEPTION 」 というメッセージが表示される 
突然、以下の表示になりキーボードも使えなくなります。場合 
によつては、キーを何か押すと本体装！ S がリセット（再起動） 
を始めます， 


EMM 386 EXCEPTION #XX 


( XX の数宇は塌合により06や 0 D など値が変わります。） 

4画面が宵くなりメッセージが表示される 

画面が突然胃くなり、以下のメッセージが表示される現象で 
す0 


Windows 

例外 XX が YYYY : 〇〇0000〇〇で発生しました。 

現在のアプリケーションを終了します。 

* どれかキーを捋すと、現在のアブリケーションを終了します。 
* Ctrl + Alt + Ctel キーをもう一度押すと、コンピュータを再 g 動します。 
* アプリケーシヨンで保存していないデータはすべて失われます。 

ど n かキーを伸すと、锈行します。 


トラブルシユ—ティング 








4-2 トラブルが起こってしまったり 



■八ングしたときの対処方法 


1 [ Alt ] キーを押しながら [ Ctrl ] キーを押し、さらに [ Delete ] 
キーを 押してください。 

以下の画面が表示されたら、[終了]ボタンをクリックするこ 
とでアブリケーシヨンが終了し、ノ\ングから復帰できる場合が 
あります。たた•し、そのアブリケーシヨンで作成中だったフア 
イルは失われます。 



朽牆ぬ^ r 縱观秘 • 



• -ここをクリック 


2 mj ) ボタンが効かなし墦合は、[シャットダウン]ボタンを 
クリックして Windows を終了させてください。すべてのアブ 
リケーシ3ンについて、作成中のファイルは失われます。 

3ブ□グラムの強制終了画画が表示されなかつた0、[終了]や 
[シャットダウン]ボタンが効かなし傅合は、もう一度 [ Alt ] 
キーを押しながら [ Ctrl ] キーを押し、さらに [ Delete ] 
キーを押してください。 Windows の再起動が始まります。こ 
の場合も、すべてのアプリケーションについて、作成中のフア 
イルは失われます。 

3の操作も行えないときは、 r 2-3 リセット」を参考にしてリセ 

ットを行つてください。 


トラブルシユ—ティング 





4-2 トラブルが起こつてしまったら 



■アプリケーションエラーが起こったら 

アブリケーション使用中に次のようなメッセージが表示された 
ら、アブリ ケー シ 3 ンエラーです 3 


^t ： i- 


1 この場合、[閉じる]ボタンをクリックして、エラーを起こし 
たアブリケーションを終了させてください。そのアブリケー 
ションで作成中のファイルは失われます。 

2アブリケーションエラー発生後、同じアブリケーシヨンを再起 
動すると、再びアプリケーションエラーとなることがありま 
す。このような場合は Windows を再起動してください。 





© 






再インスト ー ル 


新規に Windows® 95を再インス|-ールする 





なんらかのトラブルで、プリインストールされているソフトウェ 
アが使用できなくなった場合、 n-3 システムディスクの作成 j 
で作った、インストールディスク、及び、製品(こ添付されている 
CD-ROM を使阉して再インスI-ールを行います。 

Windows 95 の再インストールは、製品に添付されているものを 
使用してください C 

市販されている Windows 95 や、他製品に添付されているものは 
使用しないでください。 

再インス!-ールのための準侷 

以下のものを準烯してください。 

Microsoft Windows 95 CD-ROM (必ず本体添付のものを使 
用してください） 

Certificate of Authenticity (Windows 95 ファーストステッ 
ブガイドの表紙にはって®る証紙） 

システムディスク （U3 で作成したフロッピーディスク） 
フロッピーディスク装匾 
外付け CD-ROM 装* 

SCSI PC カード （CD-ROM 装匾を接続するには、 PC カード経由 
になります。） 

再インストールに関する説明はディスクトッブ画面に表示される 
••始めにお読みください”にも記載があります。 

再インストールを行う前に必ずお読みください。 

また、各システムディスクにもインス I -ール時の注憲學項につい 
て言己載されています 3 こちらも必ずご驚ください。 

ブリインストールされているソフトウェアの種類は、予告なく変 
更されることがあります。 



5-1 新規に Windows ® 95を再インストルする 


以降、現在の八ードディスクの内容を完全に消去して、 
Windows 0 95を再インストールする方法について説明します。 

ハードウエアセツトアツブでフ□ツビーディスク装 S が使用でき 
る状態になっていることを®認してください。また電源管理機有 g 
を rOFFJ に設定してください。霉源管理機_が rOFFJ になっ 
ていないと CD-ROM からのフアイルのコピーが遅くなります。 

■サスベンド領域の設定 

本梅には、出荷時、メモリを嚴大容置括載した場合に必要とな 
る大きさのサスペンド領域が確保されてしほす。サスペンド領 
域の大きさを変更する場合は、以下の手醭にしたがって作楽し 
てください。大きさを変更せず、出荷時の状態のままでご使用 
になる場合には 、 r ディスク領域（パーティション）の削除」 
へ進んでください。 

サスペンド領域の再設定方法として、 

1搭載メモリ容 s に適した大きさに再設定する場合 
2サスペンド頜域を完全に削除する場合 
の2通りのパターンが考えら n ます。設定したい内容にあわせ 
て、いずれかを選択し、作業を行ってください。 


■H 


再インスト—ル 


© 



5-1 新規に Windows ホ95を再インス I -ールする 





1搭 S メモリ容置に適した大きさに再設定する場合 

〇>活用ガイドを参考にして、本体装酉のメモリを変更します。 

② Windows * 95の CD を CD - ROM 装 S にセットし、 CD - 
ROM 装 g を本体に取り付け、雳源を入れます。 

CD セットアップ起動ディスクをフロッピーディスク装 S に 
挿入し、本体装 S の電源を投入します。 

③ rWindows ^ 95をインストールしますか」と表示されたら、 
「 NJ を入力します。 

④ 「 phdisk / delete / partition 」 と入力し、 「 Enter 」 を押し 
ます。 

⑤ 「Press any key to reset the system ...」 と表示された 
ら、何かキーを押すと、再起動します。フロッピーディスク 
はそのままにしておいてください。 

⑧ [ Windows ® 95をインストールしますか J と表示されたら、 
「 N 」 を入力します。 

⑦ 「 phdisk / create / partition 」 と入力し、 Enter 」 を押し 
ます。 

⑧ 「Press any key to reset the system ...」 と表ホされた 
ら、何かキーを押します。 

2サスペンド領域を完全に削除する場合 

この操作を行うと、 OS 再インストール後、サスペンド機能が使 

用でぎなくな D ます。 

① Windows 6 95の CD を CD - ROM 装■にセットし、 CD - 
ROM 装?5を本体に取り付け、箱源を入れます，また CD 
セットアップ起動ディスクをフロッピーディスク装屋に捍入 
し、本体装 B の霉源を投入します。 

② rWindows * 95をインストールしますか」と表示された 
ら、 「 NJ を入力します。 

③ 「 phdisk / delete / partition 」 と入力し、 「 Enter 」 を押し 
ます。 

④ 「Press any key to reset the system ..」 と表爪された 
ら、リセットスイッチを捽して垂源を切ります。 


❿ 


5-1 新規に Windows ^ SS を再インストールする 


■ディスク領域（八°ーティション）の削除 

サスペンド領域の設定が完了したら、 FDISK コマンドを使用 
して基本パーティションを削除します。任意のパーティション 
播成に設定する塌合は、必要に応じて拡張パーティションを作 
成してください。 

1 CD セットアップ起動ディスクをフロッピーディスク装£に 
挿入し、本体装 S の S 源を投入します。 

2 「 Windows * 95をインス!-ールしますか J と表示された 
ら、 「 NJ を入力します。 


3 TfdiskJ と入力し、 「 Enter 」 を押します。 

4「大容屋ディスクのサボートを使用可能にしますか （ Y / N)J 
と表示されます。画面に表示されるメッセージをよくお読み 
ください。ラージディスクの機能を使用する場合は 「 Y 」 
を、使用しない場合は 「 N 」 を入力し、 CENTER 」 を押しま 
す。 

5 T 3 J を選択し、「領域または銪理 MS - DOS ドライブを削 
除」を実行します。 

6 T 1 J を選択し、基本 MS - DOS 領域を削除します。 

7「どの基本領域を削除しますか•••？」に [1] を入力し 
[ Enter ] キーを押します， 

8沭リュームラペルを入力してください…？」と表示されま 
す。「基本 MS - DOS 領域を削除」の酬に表示されているポ 
リュームラベルを入力し [ Enter ] キーを押します。ボ 
リュームラベルが画面に表示されてし屯し\培合は 、 ENTER 
のみを入力します。 



再 

イ 

ン 

ス 

卜 

I 

ル 


9「よろしいですか （ Y / N )」 に対しては、 「 YJ を入力しま 
す。 


10 ESC を何度か押した後、コマンドブ□ンプトに戻ったら、 
本体装*を再起動します。 


❿ 




新規に Windows ^ 95を再インス I -ールする 


■ Windows ^ 95の再インス I -ール 

Windows ^95 の再インス!—ルの手順については、ディスク 
トッブ画面に表示される••始めにお読みください • に記載され 
ておりますので必ずお読みください。 




【ァ】 

アプリケーションエラー35 

【ィ】 

いざというときのために32 

【才】 

音声の種類こ•とに音 B を変える24 
音声の全体の g 匿を変える23 
S 3 23. 24 

【力】 

解赌22 
画面表示22 

【キ】 

㈣ ディスク 9. 32. 38. 40 

【コ】 

困ったときに31 

【サ】 

再インストール 37. 39 
サウンド俄能の設定変更23 
サスペンド領城投定 

ユーティリティを使 〇 21 
左右バランスを変える24 
サンプリング周波数26 

【シ】 

システムディスク a 38 


【テ】 

ディスプレイ22 
ディスプレイを調 ST る22 

【卜】 

笔載されているソフトウェア2 
ドラィバ2 

トラブルが起こってしまったら33 
トラブルシューティング29 
トラブルを回 g するために30 

【ハ】 

はじめて®源を入れる3 
はじめにお蔌みください1 
バックアップ 8. 11 
八ング 33. 34 
八ングしたときの対処方法34 
八ングの JE 状33 

【ホ】 

ボリューム24 
ボリュームコント□ール24 


ミ:！一卜 23 

【ュ】 

ユーティリティの使用方法と19 






【リ】 

リセット 16.17. 34 
罱子^ビット数26 

【レ】 

例外33 

【口】 

鉸§レベル、銻合時の音日を変える25 



【C】 

CD 9. 38. 39 

旧】 

EMM386 EXCEPTION 33 

【M】 

Microsoft Windows 95 2 
MIDI 23 

【 p 】 

PC カード 27 

【 s 】 

Safe モード： 32 

【 w 】 

WAVE 23. 24 
Windows を起動する 14 
Windows を終了し在 S を切る15 





このソフトゥェアご 15 用の手引に含？れ$情薄は.搴用にあ知らせすることなしに変*される« 
台があリます。 

本* iffl な6びにソフトウこアおよびマニュアル香運用した6*の霞；•響についてはいっさい霣仔 
を白いかねますのでご了承くだ5い， 

本製®およびソフトウ I アの仕嫌は予 S なしに*雯す5ことが》り次す e 


版榷にっいてのお知らせ _ 

本ソフトウ:！アご使罔の手引の T ベて®内容 U 著作«によって戾3されています。本書の内容の 
一®ま c は全部を.痒汗で fc * することは»じら n ていま 7 c 

本ソフトワェアご*用の手引において R 甲されている s ソフトウIアは.ライセンスあるいは口 
イヤリティ突杓のもとに供轮されていますソフトゥ〇:ア s よびそのマニュアルは.そのソフト 
ウェアライセンス契朽こもとづき嘗だ®の爸涅黌任*の ffS のもとでのみ®罔することがで 
きます。そ TU1> の場合は当 S ソフトウ i ア供»会せの承諾なしに蒹酌で®用することはでき含 
せん n 
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